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「故郷」での違和感 
 


































同級生の中で朝鮮語を、中学 1・2 年生の英語程度に覚えた人を知らない。 
「15 年間もいたらさぞかしペラペラでしょう」「それがそうではないのです」に、「そんなは
ずはないでしょう」の反応を示す方は、年代的に分かれている感じがする。「植民地時代ですか
ら」の言い訳にすぐ納得される方は、概ね 50 歳代以上で、20-30 歳代の中には、朝鮮がかつて
日本に植民地支配されていた事実を実感されていない方もいるようである。 
 
韓国 ― 超近代化の後 
 
韓国経済が目に見えた成長を遂げるのは、1970 年代央以降である。初めての訪韓後、幾年か






























大学では 2 度講義をさせてもらったが、学部 3 年生の質問が修士院生並みの高さに、「日本はす
でに追い抜かれている」と感服した。 
ソウル市内や周辺部で、高速道路沿いに 30 階建て以上の背の高いアパートが立ち並んでいる











そう言えば、わが国で 1960 年代から 70 年代にかけて全国津々浦々に、住宅公団・自治体の





ン・ハーグでは、19 世紀末から 20 世紀初頭に建てられたというアパート群と、近年建てられ
たアパート群の間で、素人が外から見た限りでは区別がつかない。建てる以上は、「きちんと」
建てているのである。 
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インターネットで検索すると、韓国にも「建蔽率」「容積率」の規制は存在する。日本のそれ
によく似た「建築基準法」と「都市計画法令」「国土利用管理法令」があり、建蔽率の最大限度
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冬は足もとがふんわりと温かく、椅子に姿勢を正して腰掛けるより気が楽で、落ち着ける。時
折外国からのお客さんをお連れすることがあるが、皆さん気に入ってくれる。 
ソウルでも一度だけ、それ式のお好み焼きの店に連れて行かれたことがあるが、まだ工夫の
余地があるような感じで、日本の和風ファミレスの快適さからはほど遠い。韓国はお昼でも、
日本のカレーライス、カツ丼と少々の漬物といった単品でなく、メインの料理にキムチ以外に
もいろいろ、時に 10 種類くらいの副食が付いてくる。しかし足のやり場を気にしていては、せっ
かくのご馳走が楽しめない。ミニスカートの女の人は膝を立てるわけにもいかないし、韓国育
ちでも膝を立てたくらいでは、落ち着いてあれこれお皿を試す余裕は出てこない。 
